様式第７号(地方自治法施行規則第20条関係)作成例
※規約を変更した場合


年　　　月　　　日  
　都城市長　宛て
　　　　　　　　　　　　　　　　　地縁による団体の名称及び主たる事務所の所在地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名　　称　　　　　　〇〇自治公民館　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所 在 地　　　　　都城市〇〇町〇〇番地　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者の氏名及び住所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　　名　　　　　　　　　　　　　　　　※　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　　所　　　　　都城市〇〇町〇〇番地　　　
電話番号　　　〇〇〇－〇〇〇〇－〇〇〇〇　　
※本人が署名しない場合は、実印(登録印)を押印してください。
告示事項変更届出書
  下記事項について変更があったので、地方自治法第260条の２第11項の規定により、告示
された事項に変更があった旨を証する書類を添えて届け出ます。

記
１  変更があった事項及びその内容
ア　規約に定める目的
変更前
公民館は〇〇地区住民相互の融和をはかり、お互いの生活向上をはかるとともに、社会福祉の増進につとめ、よりよい家庭と地域づくりにより〇〇地区の発展をはかることを目的とする。
変更後
本館は、以下に掲げるような地域的な共同活動を行うことにより、良好な地域社会
の維持及び形成に資することを目的とする。
(1) 会員相互の親睦及び文化教養の向上に関する活動
(2) 回覧板の回付等区域内の住民相互の連絡
(3) 美化・清掃等区域内の環境の整備
(4) 集会施設の維持管理
(5) 区域内の自主防災に関すること。
(6) 会員の福祉及び健康増進に関すること。
(7) 地域内の高齢者、女性、青年、こども等の団体活動及びグループ活動の育成及び援助に関すること。
(8) 会内外の各種団体との連絡調整に関すること。
(9) 市役所その他官公署との連絡及び協力に関すること。
(10) その他、本館の目的達成のために必要な活動
　　イ　規約に定める区域
変更前
　　　なし
　　　変更後
　　　本館の区域は、都城市〇〇町〇〇番地から同町〇〇番地の区域とする。

ウ　規約に定める事務所の所在地
　変更前
本自治公民館は〇〇地区自治公民館（公民館という）と称し、事務所を公民館長宅に置く。
　変更後
　本館の事務所は、〇〇町〇〇番地の〇〇自治公民館に置く。
エ　規約に解散の事由を定めたもの
変更前　なし
変更後
本館は、地方自治法第260条の20の規定による次の事由により解散する。
（1） 規約で定めた解散事由の発生
（2） 破産手続開始の決定
（3） 認可の取消し
（4） 総会の決定
（5） 構成員が欠けた事
２　総会の議決に基づいて解散する場合
総会の議決に基づいて解散する場合は、総館員の４分の３以上の承諾を得なければならない。
２　変更の年月日
　    令和〇年〇月〇日　　
３　変更の理由
□  総会による代表者の変更
☑  その他の変更の理由（　　規約改定のため　　）

※告示事項（①名称、②規約に定める目的、③区域、④主たる事務所、⑤代表者の氏名及び住所、⑥裁判所による代表者の職務執行の停止の有無並びに職務代理者の選任有無、⑦代理人の有無、⑧規約に解散の事由を定めたときは、その事由、⑨認可年月日）によって適宜記載内容を修正すること。
